
（別紙３）

～ 令和 7 年  1  月  18  日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 令和 7 年  1  月  18  日

（対象者数） 20 （回答者数） 14

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・「ねらい」を明確に職員同士で練り上げながら質の高いプ

ログラムを作る。

2

・保護者からの相談に適切に対応できるようにする。

3

引き続き、話し合いの時間の確保。

・職員の専門性を更に高める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・SMS等を使って周知する。

・今後、親子のつどいの場などのイベント開催予定。

2

3

○事業所名 ドリームるんるん

○保護者評価実施期間
令和 6 年  12  月  16  日

○保護者評価有効回答数

令和 6 年  12  月  16  日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和 7 年  2  月  10  日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との関わり ・うまく周知できていない。

・学校との交流は難しい。

独自のプログラム実施。 ・リーダーの育成。

・打ち合わせ時に活動内容を全体で把握している。

子ども達が「来たい」と思える居場所になっている。 ・実態に合わせた活動。

・「できた」の達成感を大切に活動の設定している。

相談しやすい雰囲気作り。 ・話し合う時間(活動について等)を設けている。

・専門性を高めるための研修会の実施。

事業所における自己評価総括表公表


